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人間と仲よく暮らしたいと思っている赤おにがいました。立て札を立てて、

来客を待ち、人間に声をかけますが、逃げられてしまいます。そんなとき、友

達の青おにの提案で、悪者になって村で暴れる青おにを赤おにが懲らしめるふ

りをしようということになりました。そして、人間は赤おにを信じるようにな

り、村人と赤おには仲よくなりました。しかし、それ以来、青おには訪ねて来

なくなります。青おにの家に赤おにが行ってみると、青おには、赤おにの立場

を案じて、貼り紙を残し、旅立っていたのでした。 

B(３)友情、信頼 

私が考える本当の友達は「いなくなってさみしい人」

です。でも、一緒にいる間は、それに気づけない程の

楽しい時間を分け合える存在なのだと私は思います。 
保護者の皆様へ 

道徳の授業の様子の一部を紹介します。

ご家庭で、お子様と授業の感想など話し

合っていただけると幸いです。 

カラー版は HPでご覧下さい。 

この話しを通して、本当の友達とは、お互い

を注意し合えて、高め合える人だと思った。 

私にとっての本当の友達は、自分を甘やかしすぎず、

ダメなときには本気で叱ったり、注意してくれる人だ

と思った。 

 授業では、赤おにと青おにの友情を描いた物語を通して、真の友情について考えました。 

 

「泣いた赤おに」 
２年生 

私にとっての本当の友達は、私に頼

ってくれる人です。それは、頼って

くれる＝信頼しているからだと思う

からです。友達の絆は信頼してこそ

生まれるものだと思います。 

 

私は、自分のことを信じてくれる人や気まずい関係に

ならない人が本当の友達だと思います。お互いを思い

合ったり、頼っていくことが大切だと思いました。 

授業を通して、本当の友達とは、自分自身を

認めてくれて、自分が安心して話し合える人

だと思った。 

 



  

日常の場面での礼儀正しい姿を振り返った後、柔道を通して、「礼儀」につい

て考えました。日本で生まれた柔道ですが、フランスでは、100万人を超える

人が柔道に親しんでいます。リオ五輪代表の大野選手は、金メダルを獲得しま

したが、勝利の後、表情を変えずに相手に深々と礼をし、畳を下りてから笑顔

になりました。後に大野選手は、この行動を振り返って「柔道の美しい側面も

見せることができたと思う。」と話したそうです。 

達也は、伸一や登と電車で科学館に出かけました。電車に乗ると、空き缶が置きっぱ

なしにされています。捨てに行こうか迷う達也ですが、伸一に「またいい子ぶるのか。」

と言われ、そのままにしてしまいます。やがて、空き缶は音を立てて転がり始めます。達

也は気になりつつも、周囲の人の反応を気にして拾うことができません。しかし、ある男

の人の足元に空き缶が転がっていくと、男の人は空き缶を拾い、下車時にホームのご

み箱に捨てました。達也は、その男の人の背中をいつまでも見つめていました。 

 

 

                                       

 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

次の三つの話から自分で物事を決めることについて考えました。 

・小学校のときの先輩に誘われるままにサッカー部に入部したＡさんの話。 

・初めての定期テストを迎え、周囲の言葉を真に受けて勉強しなかったＢさん

の話。 

・小学校のときの友達と中学校に入ってから仲良くなった友達のどちらと週末

に遊ぼうか悩む「私」の話。 

 

達也は，伸一や登と電車で科学館に出かけました。電車に乗ると，空き缶が置きっぱ

なしにされています。捨てに行こうか迷う達也ですが，伸一に「またいい子ぶるのか。」

と言われ，そのままにしてしまいます。やがて，空き缶は音を立てて転がり始めます。達

也は気になりつつも，周囲の人の反応を気にして拾うことができません。しかし，ある男

の人の足元に空き缶が転がっていくと，男の人は空き缶を拾い，下車時にホームのご

み箱に捨てました。達也は，その男の人の背中をいつまでも見つめていました。 

A(1)自主、自律、 

自由と責任 

授業では、部活動や定期テスト、新たな人間関係など、入学時に直面する中学校生活の場面から、自分で物

事を考え、決定することについて考えました。 

 

 

 

 

１年生「自分で決めるって？」 

３年生「礼儀正しさとは」 

物事を決定するときには、自分

の考えをもって、その考えを貫

くことが大切だと思った。 

教科書を通して、決定する場面

では自分の意思を大事にして

いきたいと思った。 

自分で決めるときには、後悔し

ないように自分で物事を考え

る必要がある。 

B(７)礼儀 

授業では、礼儀正しい言葉遣いやしぐさを書き出したり、柔道・大野将平選手のオリンピックでのエピソードを

読んだりして、礼儀の意味を考え、礼儀正しく周囲と関わっていくことについて考えました。 

 

 

 

 

礼儀が正しいと、相手も良い気

持ちになることを改めて知った

ので、礼儀正しさを継続してい

きたい。 

もし、自分がメダルをとれたら

絶対に喜んでしまうので、大野

選手のようにより礼儀を意識し

て行動していきたい。 

 

礼儀を大事にするのは、生きていく中で

大切なことだと思いました。まだ、礼儀

に欠けている部分もあるので、行動を改

めようと思いました。 

 
小さい頃は、礼儀が分からなかったが、

家族・先生の礼儀を見て何年もかかって

学んだ。まだ、少ししか理解していない

が、礼儀は自分を表す姿だと思った。 



 


